




















第 1章遺跡の位置と歴史的環境

， .位置

調査地点のある瑞泉寺周辺遺跡は、鎌倉市二階堂宇紅葉ヶ谷617番6外に所在している。鎌倉市街の

北東ノ7にあたり、 J R鎌倉駅の東北京約 2Kmに位置し、鎌ftを取り阻む丘陵に近接している。周辺は

二階堂川を中心にして谷戸が多β向に形成され、尼線筋も複雑に入り組んでいる。調査地点は二階堂川

の左岸、紅葉ヶ谷と呼ばれる支谷に位内し、開口部の二階堂川に焼かる通玄柿から始まる。 谷戸は tl~ -

ではなく樹枝状に入り組んだいくつかの小支谷を構成した地形を呈しており、行奥に現在もひっそりと

した件まいをみせる錦扉山瑞泉寺までの問、東丙方向に伸びた谷筋を形成している。南西方の二階堂川

右岸には明治二年(1869)創建の鎌ft宮(大培宮)と、その東側に近接した尼線上には護良親主の広と

伝える石塔が存在する。また周辺には既に脆寺となっているが、鎌倉宮の地は点光寺の|日跡と伝えられ、

その西側に残る小字名の 「四つ石J(永福寺総門の四脚門か)から二階堂川上流の屯ヶ淵までの広い平

担地には 「二階堂」の地名に由来する源頼朝御願寺の永福寺が、南丙方の支谷(理智光寺ヶ谷)には理

智光寺がそれぞれ仔花していた。

図 1 謂査地点と周辺遺跡
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第 2章 調査の概要
1.調査の経過

瑞泉寺周辺遺跡 (No.338)は鎌倉市二階堂紅葉ヶ谷647番 6外に所在し、谷戸奥には本遺跡の名称に

関わる鎌倉時代末期に足利氏外護のもと夢窓国師の開山による臨済宗錦扉山瑞泉寺があり、谷戸外の西

方には国史跡永福寺跡が位置している。

本地点の調査は個人専用住宅の建設に先立つ発掘調査であった。建設計画は鋼管杭打ちを伴う基礎工

事であったため、鎌倉市教育委員会による遺構確認の試掘調査が実施したところ、現地表下 1ml0cm以

下に中世造物包含居及び遺構面(生活面)の存在が明らかになり発掘調査を実施する運びとなった。現

地調査は平成15年 9月12日から約 1ヶ月半の予定で調査面積50m'を対象として調査を開始した。発掘調

査は 9月12日に機材搬入し、確認調査の資料結果を受けて重機による表土掘削した。その後、人力によ

り掘り下げを行なったが、調査期間中は多量の湧水と台風接近に伴う大雨などに悩まされながらの調査

作業であった。その結果、 13世紀末葉""14世紀代にかけて 2時期の生活面と、それに伴う遺構 ・遺物が

発見された。同年10月25日までの聞に緊急調査に必要な記録保存を行ない調査機材の撤収を含め、現地

調査を無事終了した。以下、 主な作業内容について調査円誌の抜粋を記しておく。

調査日誌抄

9月12日(金) 調査区を設定し、地表下 1mまで重機による表土掘削。機材搬入とテント設営。

16日(月) 市4級基準点を基に測量軸方限設定及び測量用水準点の原点レベル移動。

17日(火) 土丹版築の整地問による第 l面検出作業を開始。

22日(月) 台風j5号の影響で調査区壁の一部が崩落、復旧作業を実施。

10月2日(木) 第 1面全景 ・個別遺構の写真撮影及び平面図作成。

7日(火) 第 2面検出に向けて荒掘り作業開始。

14日(火) 礎石建物内の遺物溜り出土状況を写其撮影。

17日(金) 第 2a面全景 ・個別遺構の写真撮影及び平面図作成。

20日(月) 第 2面建物精査で出土した造物の写真撮影。

23日(木) 第 2b面全景・個別遺構の写真撮影及び平面図作成

24日(金) 調査区西壁 ・北壁面の土居堆積図作成。

25日(土) 機材撤収、現地調査終了。

2.測量軸の設定

現地調査にあたり使用した測量軸の設定には、図 2に示したように国土座標の数値を用いており、グ

リットは建物の建築範囲にほぼ平行して基準の南北軸を設けた。鎌倉市道路管理課が設置した鎌倉市 3・

4級基準点(第W座標系)のうち、市 3級基準点:44310 (X=-74. 927. 991 Y=-23. 539.119) と

D188 (X=-74. 902. 371 Y=-23. 523. 357)を採用した。グリ ットの基準としては、原点にあたる

A-2杭 (X=-74.869. 004 Y=-23. 537. 869)とG-2杭 (X=-74.880.369 Y=-23. 543. 968) 

を結んだ南北軸線で、真北から300 5' 50"東に振れている。調査中に使用した海抜標高は、昭和63年

に国指定史跡永福寺跡の測量基準点として史跡地内に設置された基準点No.3 (海抜18.227m:埋設金

属標)から調査地の中心軸になるD-1杭 (24. 450m) ・D-4杭 (24. 427m)上に仮水準点を移動

した。従って、文章中及び挿図に記載されたレベル数値はこれを基準とした海抜標高である。調査地点
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検出遺構と出土遺物第 3章

第 1面の遺構・遺物

第 l面は現地表下115cm前後で‘表上や水田耕作土を除去すると、殆ど造物包含層の堆積を挟まずに確

認できた。この面の検出遺構は土域3基とピッ ト1Ll口が確認されただけで、全体に遺構の密度が低い。

出上遺物は口ク口成形かわらけを始め、少量の貿易陶磁器、瀬戸 ・常滑窯製品、瓦質製品、金属製品、

土墳 (図 5.......7、図版 1・10)

上横 1: 0-3杭に近接した位置で検出した。土横 3に南端一部を壊され、東半部は調査区外に拡が

り全体規模は不明ある。確認できた規模は東西径130cm.南北径Il0cm以上、深さ25cm程で断面が浅い

皿状を呈し、図 5で示したように掘り}J西壁寄りに不整形の頭大士丹塊と、その周辺に完形品を含むか

わらけが上下層から認められた。覆土は小礁状土井 ・造物片を多く含むやや締まりのある暗茶褐色砂質

1""9がかわらけの大中小皿、器形は器商が高め碗型気味の薄い器壁

10が白かわらけ、 11が鉄釘、 12が銅銭「開元通宝J

石製品などである。

a. 

上である。出土造物(図 7) は、

で内湾した立ち上がりの薄手丸深型が主体となる。

P3の掘削で南端が壊されているが、楕円形を呈する。規模は南北

である。

上横 2:調査区北岡隅に位置し、
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第4章まとめ

今回の調査地点は、紅葉ヶ谷小支作の開11音Bに近い場所に位置した限られた範囲での調査であったの

で残念ながら中位当時、この場どのような空間の拡がりを見せていたのが、発見した遺構 ・遺物からそ

の様相や傾向を明確な形で読み取ることはできなかった。以下、第 l面~第2a b面において検出した

泊摘を整理し、出 仁遺物の組成や特徴なども含めて概ね二時期に分けて概要を述べてまとめにかえたい

第 2面の織相は、無遺物層で'P音{iI.パ色粘質上の中惟基盤同上面と削平岩盤面から構成された b凶と、

その上に締い炭化物!回を挟み整地された弱い上丹版築による a面が検出された。検出した礎石油物の遺

構内には建築材のー部や多くの遺物に1Mじって脆弱な有機物腐植土の堆税が認められ、建物廃棄の段階

でゴミ穴的に埋められた可能性が高い。 a'b両面は堆積上回 ・出土遺物の観察から連続した生活面の

ill物と考え られる。常滑 ・瀬戸窯製JIllやかわらけなどの年代観から鎌倉時代後期、 13世紀末葉---11 !Il:紀

前半の要素をもっ資料が主体みて大過ないと忠われる。

第 i面は、第 2直iからこの面までの!日lの時期に谷戸開発に伴う大造成で先生した大小上丹塊を多虫に

投機したよ うな厚く荒い整地が認められたが、面上からは調査区全体で上坑3基とヒ ット11口などだけ

で遺稿密度が低く判然としない。この時期の上地利用は不明であるが、瀬戸 ・常滑 ・かわらけなどの遺

物組成からみて概ね11世紀後半から 15世紀前半までを主体とした年代版相が何えよう。なお調査地点は

足利公方の離反に呼応するかのように15世紀半ば以降からは人の営みが哀えたようである。

遺物の分額別出 1:批と出土比率について点11に示しておく。 出上した遺物の総数は個体数に して601

点である。そのうち、かわらけの内める割合がもっとも向く 180点=79%、続いて常滑 ・瀬戸などのl且

産陶器が60点=1 0 ~o であり、さ らに貿易陶磁器は僅かに 1 2点=2% と少訟であった。かわらけは手山成

形の資料は 1点、の出上もなく全て底部糸切ロクロ成形で占められていた。このことは、この地点が鎌合

|時代後期からの上地|剣先の利用という年代的なものに由来するのであろう。また瓦類12点はすべて永福

寺所用瓦の自IJill期(

期瓦)と、 持j(f.L元 ・宝治年観修理瓦)だけであり、 期以降(弘安年間) の瓦類は含まれていな

いことが注円される。
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さすけがやっいせき

佐助ヶ谷遺跡 (No.203) 

佐助一丁目496番 5









第 1章 遺跡概観

第 1節調査地点と歴史的環境

JR鎌倉駅西Uから西へ直線距離300mほどで、丘陵に達する。この丘陵は源氏山山系から南に連なる

丘陵で、ここから稲村ガ崎にかけていくつもの谷が形成されている。最初に形成されるのが佐助ケ谷

(さすけがやっ)で、谷は南北に長く南に開口している。谷の中はさらに幾つもの支谷が形成され、こ

れらの支谷にも、いかにも鎌倉らしく名称がついている。谷の奥には佐助稲荷と銭洗い弁天があり、他

に奥からそのまま山頂に登ると、梶原方面から鎌倉に入る化粧坂(けはいざか)の南側面に出る。谷奥

からは、佐助稲荷辺りを源流として佐助川が流れでる。この川の、中世での流路は明確でないが、現在

の流れは谷の西側山裾に沿って流れ、開口部付近で急激に東に向きを変えて、鎌倉中央図苫館脇から裁

許橋下を抜けて、蛇行しながら下馬の近くで滑川に合流している。

本調査地点は、佐助ケ谷内の西側丘陵に形成された一つの支谷内に位置している。この支谷は西側の附

il部から数えて二つ目の支谷である。現況に即して説明すると、佐助ケ谷の開口部は東が鎌倉中央図書

館辺り、西が鎌倉市立御成中学校の南辺りになる。佐助川が流れを東に変えるのは、鎌倉市立御成中学

校下の十字路辺で、調査地点は鎌倉税務署の背後の支谷開口部左、佐助川沿いに位置する。

「佐助ケ谷Jの谷名の由来は判然としないが、『吾妻鏡』には単に佐助という地名で現れる。この佐助

が現在の佐助ヶ谷を言っているかは確かではない。佐助稲荷神社は、社伝によれば佐助稲荷の神霊が翁

の姿で現れて佐殿源頼朝に旗挙げを勧めて助けたので佐助になったという。これが谷名になったという

説もある。しかし、 一般的には佐助ケ谷と文献にJ生かれる佐助は同ーとの解釈のようだ。その初見は究

元四年(1246)6月27日条で「入道大納言家頼家、越後守時盛佐助第に渡御し給ふ。」 とあり、さらに寛

元五年(1247)正月30日条では「越後入道勝回佐助平の後山に光物飛行す。Jとある。このことから、 13世

紀中頃には、佐助に北条越後守時盛の屋敷があり、なにやら光を発する物体が裏山に飛んできたようだ。

また、『鎌倉大草子』には応永二 卜三年 (1416)10月2円条に「犬懸入道上杉禅秀氏憲管領源持氏の伯

父満隆をかたらひ反逆の時、持氏は、大倉御所より、上杉窓基の佐助亭に逓れ来り、満隆禅秀が兵を防

ぎ戦はる。終に不叶して、持氏も憲基も極楽寺口へかかり、片瀬・腰越を打過、伊豆の国消寺へ落行給

ふ。」とある。これは、いわゆる上杉禅秀の乱の記事であるが、これによって15世紀初頭に佐助に上杉

憲基の屋敷が在ったことがわかる。

国消寺はもと高雄の文党の居所であったが上杉態顕によって禅寺に改められたという。『鎌倉大草

紙』などでは上杉態顕の建立で、亡父憲房の菩提のためと考えられる。『新編鎌倉誌』では佐助ケ谷内

の 「寺脳伊豆の韮山に同名の寺があり、この寺は康安年間(1361)に畠山国清が創建し、応永年間(1368)

に上杉憲顕が亡父の菩提のために中興したといわれる。佐助ヶ谷園清寺は、前出の上杉禅秀の乱の時禅

秀の放火により消失している。ちなみに上杉窓基(山内上杉家)は上杉憲顕の子孫にあたる。

このように、本地点の位置する佐助ケ谷は13世紀中頃には記録に登場し、それを裏付ける遺構や遺

物も出上している。
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第 2章 検出された遺構と遺物

本地点では、前章で触れたように I""'ill区に区分した調査区で確認した遺構や造物について説明を加

える。 1区と E区の検出面は合成して示したが、合成に当たっては検出順に付した名称に従ったが、確

認レベルや堆積上などを考慮して、若干の帰属面変更を行った。当然のように、調査区間にベルトを残

して調査をするため、掘り下げ時にレベルに注意しでも版築面が確認されないこともあり、検出面にレ

ベル差が生じてしまったこともある。E区の駐車場内は土層が明確に把握できないため、遺構のレベル

で I区、 E区、 E区と合致させた。

合成した各期(面)は夫々に示した。両調査区間に残されたわずかな幅のベルトと調査する季節の差

が、木片の残り難い I区と H区との堆積土の微妙な違いに加味されて、検出される遺構に反映した。結

果として、調査区間のベルトを侠んで検出できない遺構が生じてしまった。

第 1節 1期の遺構と遺物

I区の 2面と E区の l面及び2面をl期の遺構として集めた。海抜は I区で15，40m前後、 E区で15，

30m前後を測る。 1区の l聞は、厚さ約 2mの現代造成士、厚さ25cmの近世耕作土を除いた面で、部分

的な確認にとどまり遺構は確認されていない。そのため図示はしていない。

検出した遺構は I区で柱穴12口、南西隅で検出した横板周辺のかわらけ集中(遺構13)、E区で住穴

2口のみで、配置も規則的でなく、建物も復元できなかった。

遺構13

1区の南西隅で確認された繍板とその周辺に見られた版築面を本名称で‘扱った。板壁建物の可能性も

ある。板は火災に遭ったようで炭化している。幅4cm、厚さ 3mmほどで、調査区内で、30cm弱検出され調

査区外に延びている。これ以外に、杭などは確認できなかった。一応、遺構として扱っているが、面上

に廃棄された板と版築面である可能性も残る。

9点が図化できた。lから 10は糸切りかわらけ大皿。 1，4，5の口縁部には煤が付帯し、灯明皿とし

て使用。 8と9は口縁部を打ち欠き、 9の内底面には漆が付着している。10は鉄製品の野沓である。

1期出土遺物

造物は6点が図化できた。図 5-1は糸切りかわらけ小皿、 2は糸切りかわらけ大皿。 3は常滑片口

鉢の口縁部、 4は鍔釜の口縁部、 5と6は鉄製品の釘である。

第 2節 2期の遺構と遺物

I区と E区の 3面を 2期遺構群として扱った。海抜は I区 .II区ともに 11， 80m前後。 1区は東側四

分のーほどを除き良好な版築面が広がり、検出遺構は無い。 E区では土丹列Aと土丹列Bが平行し、そ

の聞が滞状に窪んでいる。 1区の調査では、版築面が見られない東壁近くでは大型土丹が並んでいるよ

うにも見えた。結果として、これがE区の土丹列Aの延長部分であった可能性が高い。

土丹列

E 区で確認された 2~1Jの土丹列を構として扱った。 土丹列Aは方形に切り出した鎌倉石を並べ、その

間に土丹で埋めた構造で160cmの長さが確認できた。土丹列BはAから40cm"'-'50cm離れ、 Aと並行関係に

ある。用材は大型の上丹で粗雑である。170cmの長さに確認され、 24cm離れた調査区北丙隅の土丹まで

続くと思われる。両土丹列の間は16cmほど深くなり、部分的に横板の痕跡が確認できた。土丹の内側に

横板が配され、構として使用されていた可能性がある。構l隔は30cmほどと思われる。軸ノヴ向はN-500-E。
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第 3章 まとめ

調査の結果、幾つかの事実がねられたが、その結果を持って直ちに周辺の調査結呆を含めた考察を加

える:jJはできない。したがってここでは敷地に接する検出された遺構の年代・性格、佐助川について、

簡単にまとめを加える。

第 1節遺構の年代と性格

本地点で最も占い 7期の遺構群は、調査区阿側の岩盤斜面を削平して造られている。これは本地点の

含まれる支谷内の山際の開発行為であり、当然のように支作内の中央部の開発はもっと古いと与えるべ

きであろう。遺構は掘立柱建物で遺物は少ない。年代は、周辺の谷側発と同じ13世紀rl'頃を考えたい。

6期と 5期は板壁建物を主体とする空間で、 6期ではトイレとも考えられるやや特殊な上坑(遺構51)

が検出されている。全体様相は佐助川を挟んだ鎌倉税務署用地の検出遺構群と類似点が多く認められる。

細かく年代を設定することは困難であるが、 13世紀後半のどこかであろう。

4期ではピットと k坑が見られるのみであるが、かわらけが面上にまとまりを持っている箇所と板壁

建物を焼わせるような版築面の切れが確認できた。版築面が良好であるために、板壁建物は少なく 、柱

穴もill物を復元するほどには確認できていない。 6期や 5JUJと同じ 13世紀後半を与えておきたい。

;HU]で良好な版築l面上で常前費片が散乱する状況が確認できた。遺構は上坑と柱穴でやはり建物が復

元できる配置は確認されていない。 2期と 1WJも良好な版築面が主体で、柱穴は少ない。 3期から l期

の年代は非常に暖昧になるが、 1111そ紀代と与えておきたい。 15世紀のかわらけ皿が山 1:していない'Jcに

拠る。

性絡は、開発当初から鎌倉税務署と同じ寺院のー画であった可能性が向い。寺院の中心部は判らない

が、佐助川が鎌倉税務署の北側を流れていたとすれば、本調査地点の位置する谷は非常に良い立地であ

る。

第 2節佐助川について

佐助川については、鎌倉税務評の報告3では現在の鎌合法務局の辺りを流れていたと推測している。

本地点でのかかわりを見ると、本地点前からヒ流の部分(f.i弓手前まで)は川底が府盤であり、鎌η税

務署則地内の中世遺跡面より海抜が高い。この点だけでも、やはり中位の佐助川は鎌倉法務局と鎌倉税

務署の聞を流れていたほうが理解.し易い。現任の流路は、近|吐以降にこの作が開発されたときに山際に

寄せられたのだろう。当然そのときに、現在の河川に沿った道路も作られたのだろう。現在の佐助川は、

御成小学校下の交差点脇で東に向かつて曲がっている。この場所で流れが変わるのが何時なのか興味は

残る。
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ぺんがやっ いせき

弁ヶ谷遺跡 (No.249) 

材木座六丁目643番 3









第 1章調査概観

第 1節 遺跡の位置と歴史的環境

調査地点は鎌倉市材木座六丁目 613番 3 に所在し、弁ヶ谷遺跡(鎌倉市~.2 1 9遺跡)の範囲内に含まれ

る。弁ヶ谷遺跡の範囲は、材木座三丁nに広がる谷全体で、 IR道を挟んだ南側は材木座町屋遺跡(鎌倉

市No.291遺跡)になる。

現況に沿って調査地点を説明する。材木座光明寺門前、材木座海岸入り口を経て鎌倉駅に向かうパス

通りがある。この道路が、光明寺門前から西に向かつて曲がる辺りから豆腐川に沿って北上する道路が

ある。この道路は材木座の山裾を辿って水道路脇の能蔵寺跡にでる。ここで名越方向と大町方向に道路

は分岐する。豆腐側から北上する道路は、調査地点の南で西に曲がる。この道路が、本地点の含まれる

弁ヶ谷遺跡と材木座町屋遺跡の境となっている。道路の北が弁ヶ谷遺跡、南が材木座町屋遺跡である。

調査地点はこの敷地の一角にあたる。調査地の地表面レベルは弁ヶ谷遺跡が18m、材木座町屋遺跡が15

mとなる。

調査地の遺跡名となっている弁ヶ谷は鎌倉時代初めからたびたび記録に登場している。 『吾妻鏡』承

久元年(1219)には「向御蔵小路Jの記事があり、これは防御蔵があったことから小路の名称になった

と考えられている。高御蔵は「高いJr御蔵」なので幕府関係の高床式の蔵と考えられている。伝費寺文

/~には 「弁ヶ谷高御合」 と苫かれているので、高御蔵は弁ヶ谷にあったことになる。『鎌倉廃寺事典』

(以下、「事典」という)によれば最費寺の他に現三浦市三崎にある浄土真宗最福寺、新善光寺、北条向

時創建の崇寿寺(禅宗)が弁ヶ谷にあった。

崇寿寺は元享元年(1321)に北条高時が開創した禅宗寺院で、応永31年 (112.1)までは存在していた。

また、 『新編相模国風土記稿J (以下、「風上記稿」という)の乱橋村項に崇寿寺|日制の辺りを観汗寺谷

というと記されている。これが正しければ崇寿寺に前後して「観音寺Jが弁ヶ谷にあった口J能性もある。

新善光寺は名避にあったとする説もあるが、 「事典Jには古右の話として弁ヶ谷の奥 ・名越長勝寺の

背後にあったという話が載っている。 創建時期や宗旨は不明であるが、仁治元年 (1212) には記官

(r北条九代記A) があるのでそれ以前に創建されていたと思われる。新善光寺が柴山町の上山11に移転

したのは天正 卜八年(1590)と伝わる。

品質寺は「弁ヶ谷高御成」 にあった寺院で寺伝には、源頼朝がj有力. 谷に創建した浄土兵宗の寺院が~

久六年(1195)に弁ヶ谷に移り天台宗に変わったとある。現在は横須賀市野比にある。創建については

暖昧であるが、寺所有の文占では貞治3年(1361)、応安 3年 (1370)の寄進状の記、Fが見えるので、

これ以前には弁ヶ谷にあったようだ。「事典Jでは大永元年(1521)に野比に移った記'sが正しいとして

いるので、それまでは弁ヶ谷に存在した。

|有に接する材木座町属遺跡では、調査地点の南西100mに源頼朝の祈願所として益和元年 (1181)に

創建された補陀落寺(ほだらくじ)があり、南東100mには鎌倉の貿易港である和賀江島がある。 和賀

江尚は点永元年(1232)に往阿弥陀仏が発心し、北条泰時らの助ノJにより翌点永一二年(1233)に完成し

ている。和賀江島の辺りは西浜と呼ばれていたようで『吾妻鏡』承元元年(1209)に f西浜(飯島と号

す)の辺騒動すJの記事がある。また、飯島には頼朝の愛妾である 「亀前Jが北条政子に隠れて住んで

いたことが寿永元年 (1 1は82幻) の記、リJJ引』ににこご一川'

り住んだ後に小坪に戻つている。
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第 2章検出された遺構と出土遺物

本:4fでは、調査で検出された遺構と遺物について説明を加える。なお、遺構の説明にあたっては遺物

が出上している遺構を優先したが、図示できる遺物の出上している遺構が少ないため、形状のわかる遺

構については幾つか説明を加えた。

第 1節 1期の遺構と遺物

1 Wlには表上 (7.30m)下約120cm、標高6.IOm前後で検出された I区の l面と 2面の一部、標高6.1 

Om---6. 25mで検出された E区の l面を含めた。本期は第 2屈に削平された面であり、明確な版築面(生

活面)は確認できなかったが、焼上 ・炭化物、小上丹(1 ---3 cm) を多く含む、締りのある暗褐色粘

質上で、炭化物の下に薄くて弱い版築面が部分的に確認されている。E区は、 I区の版築面などは確認

できなかった。 E区は南東部で近代の池遺構が確認されており、現代遺物は確認できなかったが、 1面

白体が撹沖されている可能性がある。

遺構は I区で土坑 ・住穴が21基、安山岩礎行2イ7と周辺の焼上 ・炭化物の広がり(遺構2<1)、 E区で住

穴 l~と散乱する上対塊が確認されている。 かわらけだまり l 基、上坑 2 基、ピ ッ ト i 基である。

遺構 1

x6、y1の調査区北両|偶で確認した細長い上坑で、北の調査区外に延びる。確認規模は市北 (115)cOl、

点曲i70cm、深さ Ilc01、底面レベル5.97mを測る。極上は小土丹を含む暗褐色上で出上遺物は少ない。
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第 3章まとめ

第 1節遺構の変化と年代

本地点の調査で検出した l期から 5期の遺構群では大きな変化が 3回確認できた。 1回目の変化は遺

構の成立した 5期で、次いでの変化は第4居の堆積時点、そして 3期遺構群の成立期である。

遺跡の成立した 5期は褐色粘土層(ベージュ色)の上に遺構が営まれている。この土居は、周辺の調査

では中世基盤屑の暗褐色粘質土の下に堆積が確認されている土層で、本地点ではその暗褐色粘質土が確

認できなかった。この土地を利用するにあたって、本来の中世基盤屑を削平しているか、この土を運ん

できた可能性がある。遺構は、安山岩礎石はあるものの、土坑と住穴が主で、遺物は施文漆器碗 ・皿と

糸切りかわらけで、手づくねかわらけは極小破片しか出土していない。このことから、本地点の遺構は

13世紀中頃に成立したと考えたい。

2番目の変化は第4屑の堆積である。第4屈は軟弱な暗褐色粘土層で遺物をほとんど含んでいない。

調査箇所で見る限り、遺構もなく自然堆積のように思える。とすれば、 5期の遺構が廃絶した後、調査

地点周辺が 「軟弱な粘土居Jが堆積する空間であったと考えることができる。この状況が、例えば池の

ような空間内部なのか、あるいは谷全体に広がるのかは言及できない。年代は13世紀後半からは世紀に

かけてのある時期というしかない。

3番目の変化は3期の遺構群が成立する頃である。 3期以降は逆台形の側面を持ち口縁部が外側に引

かれるかわらけが主体となる。遺構も礎石建物や内部の区画溝が多く検出され、何らかの大きな空間に

含まれた可能性が高い。 3期の成立は15世紀頃と考えられる。

第 2節検出遺構の性格

5期の遺構は土坑と柱穴が主で、武士や寺院などの敷地内と考えることは、一応ここでは、やめてお

く。町屋空間のー画と考えるのが妥当であろう。その後、第4屈が堆積した頃から、周辺の様相が不明

瞭になる。しかし、この頃の遺構は周辺の調査で密度濃く確認されているので、たまたま本地点の様相

が不明瞭というしかない。

15世紀になると、礎石建物が多く建てられ、手倍りや土風Eの出土が多い。この頃に本地点は一般的

な屈住区域から寺院のー画に含まれたと考えたい。第4層の堆積が寺院のー画であることを示す堆積と

いえなくも無いが、これはあくまでも可能性である。狭い範囲の調査結果で結論は出せない。

弁ヶ谷に存在した寺院としては、崇寿寺、最宝寺、新善光寺、観音寺(観音寺谷名から)などがあげら

れる。観音寺を除く寺院は15世紀に痕跡を残していても不思議ではないので、どれかに特定されるべき

だろうが、得られた考古資料のみでは不可能である。

最後に疑問を提示して終える。弁ヶ谷にこれらの寺院が存在した場合、文献に拠れば、すべての寺院

がわずかながらも並立している時期がある。寺院の規模によるのだろうが、すべてが並立できるのだろ

うか。弁ヶ谷の地名を谷内に限らずに広く考える必要は無いのだろうか。

疑問である。
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わかみやおおじしゅうへんいせきぐん

若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 

由比ガ浜一丁目 126番 1

由比ガ浜一丁目126番11 







第 1章 遺跡の立地と環境

本調査地点は鎌倉市由比ガ浜一丁目126番 i及び一丁目 126番11に所在する、若宮大路周辺遺跡群 (No.

242) の一地点である。寿福寺前から六地蔵交差点まで南北に通る道路は、鎌倉時代にはほぼ同じ道筋

で今小路と呼ばれる路であったと考えられており、本調査地点はこの今小路と、御成中学校から下馬四

つ角方面へと向かう東丙道路との交差点南東角部に面して位置する。調査地点より約80m北には佐助川

が束流しており、今小路や若宮大路を横切って滑川へと注いでいく。これにより寸断される今小路には

裁許橋と呼ばれる隔が架けられており、この周辺には鎌倉時代に問注所があったとされている。問注所

は諸国の訴訟を裁判する幕府機関で、元暦元年 (118Ll) 卜刀に公文所とともに設置された。もとは幕府

西南の政所郭内にあったものが、弘長元年 (1261)三月に焼失してしまい邦外へ移されることとなり、

それがこの地であると推測されている。『相模風土記』は 「昔頼朝の時、此辺に屋鋪有て、訴訟を決断

す。按ずるに此屋鋪とは問注所の事にて、今も橋南の路傍に飢渇畠と名づくる古昔の刑罪場などあれば、

文の伝因なきにあらずj と記す。「橋」は裁許橋のことと思われ、その南の路傍にある「飢渇畠」は、

六地蔵交差点へ向かう途中左側、六地蔵にほど近いところに、かつて長い間荒れ地となっていた場所が

あったらしく、そこを指すものと伝えられる。六地蔵は、この刑場を弔うため江戸時代になって六体の

地蔵が杷られたものだという。

本調査地周辺における発姻調査事例は比較的多い。今小路西遺跡では、御成小学校内(図ト2.3) に

おいて南北道路、およびこれを境にして西に武家屋敷、東に方形竪穴建築I止群が検出されており、年代

的には11世紀前菜頃が当地の最盛期と考えられている。この南方の地点となる社会福祉センター用地

- 112-





第 2章 調査の経過と方法

本調査は由比ガ浜一丁目 126番 1地点と同.1'11126番11地点の隣接した2地点における、個人専用住

宅の挫築に伴う埋蔵文化財発掘調査である。隣り合った調査区ではあるがそれぞれ事業主が逃うことか

ら、調査はその地点ごとに実施された。以降は便宜上、 4 丁目 126番 i地点をA地点、 ーfil126番11地

点をB地点と呼ぶこととする。現地調査はまずA地点から始められ、調査期間は平成17年 4月4円から

同28nまでの約 1ヶ月間で、調査面積は39m'である。現地表の標高は約8.1mを測るが、敷地内は現代

の造成でj早く盛上されており、敷地脇を通る道路面の標高は7.4m前後である。調査はまず重機により

停さ 100cm前後の表上を除去することから始められ、その後はすべて人力による作業となった。調査区

東側の中央付近にコンクリートの備造体が残っており、ピンポールによって深さを確認したところかな

り深くまで入っていることが判ったため、これは残したまま調査を行うこととなった。表土を除去する

と中位基盤l固となる灰白色砂層が露出し、この面においてすべての遺構を検出した。ただし、建築の基

礎工事が現地表面より深さ 150cmまでであることから、これより深い遺構に関しても規定の深さまでで

中止することとなり、あとは部分的にトレンチを設定して下層の堆積土を観察した。検出された遺構を

掘削後、 ifllJ量 ・写点掲影などの記録保存を行い当地点の作業を終了した。次いでB地点を平成17年 5月

9日から同20nにかけて、同様の手順で調査を行った。調査面積は36ばである。こちらも建築の基礎工

事が現地点而より深さ150cmまでであることから、調査の最大掘削深度もそこまでとなった。

iJllJ ft1に際しては、日本測地系(座標系AREA9)の[lil上座標軸を用いてグリ ッドを設定した。このた

め本報で川いているβ位標の北は点.北を示す。世界前IJ地系第氏系の国土座標値に準じて算山すると、 x=-
761 10. 000がX=-75783.2960に、 )"=-25720.000が)'=-26013.1301となる。また海抜標高値は、鎌倉市三級

基準点¥0.5:~2 2:3 (標高7.180m)を基に移設したものを使用している。

ーーー ーー+ + 

※(  )内の数値は世界測地系座標値

図2 調査地点配置図
b 起盆)

1，11ー



第 3章検出された遺構と遺物

本調査は 2地点に分けて調査が行われたが、本章では便宜上それぞれの遺構に連続した番号を通して

付している。前述の通り本調査地点では、表土を除去した時点で中世基盤屈となる灰白色砂照が広がり、

この面においてすべての遺構を検出した。検出面標高は約7.11m。ここまでの出土造物としては、図9-

1.2は瀬戸縁軸小皿。いずれも瀬戸編年後E期。 3は瀬戸折縁深皿。後 I期。ιlは瀬戸直縁大皿。後E

""'IV期。 5は山茶碗窯系片口鉢。6はロクロ成形かわらけ。内底面中央に穿孔が認められ、外底面まで

貫かれている。 7""'9は鉄製釘。図12-1""3は銭。 1は明治ト年の刻印が認められる竜一銭銅貨。 2は

元笠通費。 3は判読できなかった。検出遺構は方形竪穴建築祉4棟、 j時I条、土坑などである。以下、

主立った検出遺構について説明を加える。

1号方形竪穴建築士止

A地点調査区北西角で検出された。検出面の標高約7.4m。調査区外北と西に延び、検出範囲内での

平面規模は東西3.2m以上×南北6.2m以七。検出面からの深さは約120cmをiJ!lJり、 j底面標高は約6.2m。

軸方位はN-22. -E。南壁肩部分には浅い段差が認められ、土問断面の観察では本祉に伴うものと判

断された。検山範囲内での建物中央北半部は緩い段差がついて10cmほど下がる。 Fがった部分はそれほ

ど平坦でなく、無数の窪みのように凹凸があり、東壁下にはやや角の崩れたような鎌倉石切石を検出し

ている。

山土遺物は、図9-10""13が口ク口成形かわらけ。12は口縁部に油煙付着しており、灯明皿に使用さ

れている。1，1は常滑襲。常滑編年 7""8型式。15は常滑査。16は土師器裂。17は砥石。11Q滝産仕上低。

18は鉄製釘。 19は不明鉄製品。20は銅製品。下端部は折れて欠慣しており、燭台の先端部分であろうと

思われる。

2号方形竪穴建築士止

A地点調査区中央北部で検出された。検出面の標高約7.3m。調査区外北に延び、西端部は l号方形

竪穴建築士止に掘り込まれ失われている。現状での平面規模は東西1.5m以上×南北5.5m以上。最大掘

削深度の都合上底面まで完掘することができず、 一部トレンチによって底面までの深さを確認した。検

出面からの深さ約80cmを測り、底面標高は約6.5m。軸方位はN-2<(" -E。底面には基礎材の痕跡と

思われる、 j梓状を呈する浅い窪みをいく つか検出している。

出上遺物は、図9-21""25がロク口成形かわらけ。23.24はU縁部に油煙付着しており、灯明聞に使用

されている。26.27は山茶碗窯系片11鉢。28は上師器高坪の脚部。 29は竜泉窯系市磁盤。底部片である

が、内底面に 「金玉満堂」の押印が認められる。30は不明骨製品。鹿の中足骨加工品。先端尖り拝のよ

うにも見受けられるが、上部は欠損しているもののすぽまる形状を呈している。31，32は鉄製釘。

3号方形竪穴建築士止

A地点調査区東部南で検出された。検出面の標高約7.4m。調査区外西に延び、北端部は現代撹乱に

壊されている。現状での'v面規棋は東西2.1m以上×南北2.，-1m以し最大掘削深度の都合上底由ーまで

完掘することができず、一部トレンチによって底面までの深さを確認した。検出面からの深さ約100cm

を測り、底面標高は約6.4m。軸方位はN-29" -E. 2号)5形竪穴建築担tと重複関係にあり、底面ま

で確認した調査区西壁際、トレンチの上層断面には2号方形竪穴建築祉と思われる立ち上がりは認められ

なかったため、本祉のほうが新しい時期のものと判断された。

出土遺物は、図 9-33""36が口クロ成形かわらけ。 37は土製円盤。かわらけ質胎土をもっロク口成形
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第4章 まとめ

山上遺物から、各遺構の年代は大まかに13世紀末'"14世紀前半、 14世紀中~末葉、 15世紀代に区分さ

れる。各遺構とも出土造物の年代観には幅があるが、中世遺物とともに占代造物も含まれてしまうこと

を考慮すると、その遺構において使用された遺物ばかりではなく、もともと埋上に混入していた遺物も

多分に含まれるものと思われる。これらの古代遺物は細片ばかりで年代を明らかにすることはできない

が、今小路西遺跡(図卜2.3地点)で 8"'9世紀代にわたる官街遺構などが検出されているほか、周辺

の調査地点では掘立柱建物跡や竪穴住居祉などの古代遺構が散発的に検出されている。今回の調査では

遺構の検出には至らなかったが、本調査地点周辺にまで占代集落が展開していた可能性は高い。13世紀

末葉を遡る中世遺物も多く出土しており、 13世紀代のどこかで地均しとともに方形竪穴建物群が造営さ

れ、それ以前の遺構が失われてしまったことも考えられるだろう。

13世紀末'"11世紀前半と思われる遺構には、 1 . 2号方形竪穴辿築上Il:が挙げられる。これらは重複関

係にあり、 1号方形竪穴建築祉のほうが新しい時期のものと判断された。 1号方形竪穴建築祉はその西

部が現在の南北道路、中世には今小路と呼ばれたであろう道路にまで延びており、本祉の存続時期には

今小路は現道路よりも西側を走行していたことが推測される。これに次ぐ11世紀中~末葉の遺構として

は、 3・4号方形竪穴建築!Jtと束同溝が挙げられる。調査区北側には現在京商道路が定っているが、こ

れとほぼ同じ道筋の道路が中世から存続していれば、検出された点西溝は中世の道路側溝であるかもし

れない。由比ヶ浜 1丁目151番 l地点(図 1-7地点)調査区北端部において大型土丹を敷き詰めた東

西道路遺構(定行方位N-9T-E)が検出されており、これを直線上京に延長すると本調査区北西角

の交差点付近に重なる。この道路遺構は幅 5m以上を測る比較的規模の大きなもので、幹線道路的な役

割を担っていたことが想定され、今小路まで通じていたことが期待できる。本調査地点では道路面は検

出されておらず、年代の整合性が現時点では不明であることも含めてー繋がりの道路遺構として提える

には性急に過ぎるが、その可能性は与えておきたい。本調査地点の束西滑が道路側溝かどうかは今後資

料の蓄積を待ちたいが、この構をもってひとまず区岡が限られることは違いない。 3・4号方形竪穴建

築祉の軸方位はこの東西構とほぼ平行 ・直交関係にあり、出土遺物からも溝と同時期に存続していた建

物であることが推測される。この後、 15世紀代の遺精としては、 l号土坑が挙げられる。出土造物はほ

ぼかわらけで占められるものの、他の遺構群から出上しているものに比べて明らかに降る時期の型式を

示しており、ほかに同型式のかわらけを含む遺構は検出されなかった。これ以降の遺構としては 2号土

坑が挙げられるが、前立で述べたとおり近 ・現代のものと考えられるのでこれを除外すると、ほかには

検出されなかった。検出面より上問は明治期の硬貨を含む近 ・現代盛土居となるが15世紀代の遺物も多

く混入しており、 1号t坑の存在も含め少なくとも15世紀代まではこの地域での活動が継続していたも

のと捉えられる。

今回は変形した狭い範囲での調査であり掘削深度にも限りがあったため、検出遺構の繋がりや覆土の

重複関係など判断に迷うことも多かったが、IHt造物は積類佐官であ り本遺跡地での活発な活動を続わ

せるものであった。方形竪穴建築祉が密集する状況からは町屋的な景観が想像されるが、 4号方形竪穴

建築祉からは武具 ・馬具に関わる遺物もいくつか出土しており、武家となんらかの関わりをもっ集団の

活動域なのかもしれない。今凶の調査では占代から13世紀末葉に至るまでの土地利用については不明で

あり、今後の周辺調査による資料蓄積が待たれる。

-160-











さいみょうじきたていあと

最明寺北亭跡 (No.137) 

山ノ内字明月谷295番4外







第 1章 遺跡の立地と環境

本調査地は鎌合市山ノ内字明月谷295番 4 外に所在する、島明寺北亭跡(遺跡台帳登録~O. 137)の

地点である。調査地点の約180m南東には開法と杉遜)J(1335"'-' 1391年)、開山密室守厳と伝えられる明

月院があり、ノド遺跡は明月院門前を約:30mほど出向に向かったところから北西に入り込む谷戸内に位置

している。遺跡名に用いられている品別寺は鎌ft拡府第五代執権北条時頼 (1227"'-'1263年)の開基と伝

えられ、 H寺傾が山ノ内に別邸を有していたことから、その傍に建てられた持仏堂 ・禅定右といった趣の
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第 2章調査の経過と方法

， .経過と方法

本調査は鎌倉市山ノ内字明月谷295番4外における個人専用住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査とし

て実施された。現地調査期間は平成17年 9月13日から同22日までの約 1週間で、調査面積は15ばである。

調査はまず重機により表土を除去することから始められ、その後はすべて人力による作業となった。建

築に伴う基礎工事計画が現地表面より深さ 180cmまでの地盤改良で、あることから、調査の最大掘削深度

もその深さまでとなった。調査の結果 l枚の遺構面が検出され、これを第 l面として調査を行った。こ

の後さらに最大掘削深度までの摘り下げを行ったが遺構は検出されず、ここまでの測虫 ・写真帰影など

を行いすべての作業を終了した。

2.測量軸の設定

測量に際しては光波測距儀を用い、 3級基準点No.43413(X=ー74131.202. Y= -25632. 903)、および

4級基準点Q100 (X=ー 74126.253， Y= -25618. 200) を基に、国土座標軸(日本測地系AREA9) に準じた

グリ ッドを設定した。このため、本報中において使用される方位襟はすべて真北を示している。世界測

地系第氏系座標値に換算した数値は図 2に付した。

3.堆積土層

本調査地点は丘陵に開析された支谷のひとつに立地しており、現地表の標高は約34.6mを測る。表

土は約40cmの厚さをもっ現代の盛土居で、以下は遺構確認面まで・約40cmの厚さをもっ造物包含層となっ

ている。この包含屑は数屑に分間できるが概ね近似した土質であり、市街地で見られる近世耕作土に似

ている。ただし遺物はかわらけ細片を含むのみであり、大まかに中世以降の造物包含屑と捉えた。包含

層直下は調査区東半部で岩盤削平面、西半部は土丹地業面となっており、これが第 l面となる。西半部

第 1面以下の堆積土は、最上屈が約20c01の厚さをもっ砂岩粒を主体とした地業屈であり、以下最大掘削

深度までの堆積土は、上聞が砂岩粒 ・塊を多量に含んだ暗褐色土、下層が砂岩塊を主体とする背灰色砂

質土となっている。

o (s=巧∞) 10m 

図2 調査区配置図
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第 3章 検出された遺構と遺物

本章では検出された遺構 ・造物について説明を加える。文中での軸)J位は、国土座標に準じた真北か

らの角度で示している。 規模を表す[Jで括られた数値は、調査区外に延びる等の理由から、確認でき

た範囲における最大値で記されている。出上遺物の分類 ・法日に関しては表 lを参照頂きたい。

[第 11函J(図 3)

第 1面は前章で述べたとおり、調査区東半部が岩盤削字面となり、西半部は地業面となってー繋がり

の生活面を構成している。面標高を細かく比較すると、調査区東端中央が約33.88m、西端中央が約33.

75mで凶側が10cm以上低く、北端lド央が約33.90m、南端巾央が33.81mで南側が 6cmほど低いものの、

全体的にはほぼ平坦に感じられた。本面において構 l条、柱穴 3口を検出した。また、第 1面までの包

合間中より28点のかわらけと 2点の鉄製釘を出土しているが、いずれも細片のため図示しなかった。以

下、検出された遺構について説明を加える。

遺構 1 (溝)

調査区東端付近で検出された。検出面の標高約33.9m。規模は幅約70cmX深さ約 10cmを測り、軸方

位はN-36" -Eを測る。宕盤削平面から掘り込まれており、断面形は逆台形を呈する。立ち上がりは

西側がやや緩い印象もあるが、西岸の間部は岩盤面の剥落が見受けられることから、開削時にはほぼ東

西対称の立ち上がりを有していたものと思われる。底面標高は北端部が約33.52m、南端部が約33.19 

mと南側が約 3cm低い。排/1<としては地形的に南方へ流すほかないものと考えるが、調査範囲内での高

低差は小さい。本祉から遺物は出土しなかった。

遺構 2 (柱穴)

調査民丙部中央付近で検出された。検出面の標高約33.7m。平面規模は東丙28cmX南北22cm、検出

|面からの深さ45cmを測る。断面形はV字形に近いU字形を呈する先細りの小穴であり、あるいは植物線

かもしれない。本祉からはかわらけ6点を出土しているが、いずれも細片のため図示しなかった。

遺構3、 4 (建物跡)

調査区北端中央から東側にかけ調査区北壁にかかる状態、で、関連するものと思われる柱穴 2口を検出

した。検出面の標高約:33.9m。遺構 3は岩盤削平面から掘り込まれ、平面規模は東西32cmX南北[36J

cm、深さ約13cmを測る。遺構4は告盤門IJ平面と地業面のちょうど境目に掘り込まれ、平面規模はJ車両 10

cmX南北 [38Jcm、深さ約13cmを測る。住穴 2口のみではあるが、平面形 ・深さなど掘り方の様子が近

似すること、住穴聞が芯々で約200cmと11剖幅をもつことから、調査区外北へ延びる掘立柱建物の可能

~~2 

4 

¥マ」イ

¥Lコ
図4 第 1面以下出土遺物
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本調査で検出された遺構は、岩盤を削平し谷を埋め立てて造り上げられた平坦面に立地している。中

世期の土木工事としては多額の費用を要するものと思われ、武家 ・寺社など階級による事業であること

が推測される。ただし、現在残る平坦地は東西幅20mほどのさほど広くないものでもあり、検出された

建物跡については小規模のものを怨定するのが穏当と思われる。出土遺物に関しては少量な上にほぼか

わらけで占められており詳細な年代を比定することが難しいが、第 1面以下の堆積土中より出土したか

わらけは14世紀中葉を前後する頃の所産である印象が強い。検出された遺構が地業の後直ちに造られた

ものであったなら、その造営時期は最明寺の廃絶後 ・禅興寺の存続期間中を考えたい。ただし、遺構 1

(構) ・遺構 3. 4 (建物跡)とも遺物は出土しておらず、これより降る時代のものであることも考え

得る。また、溝の軸方位と建物跡の主軸方位は平行 ・直交関係になく、約45
0

違う。構は谷の落ち込む

方位、つまり自然地形に沿って作られ、建物跡は調査地点西側を登ってくる現道路と平行 ・直交関係に

ある。この溝が区画を示す目的で作られたものかどうかも定かでないが、 j梓と建物跡の存続時期が異な

ることも想定され、この谷戸内で大きな地害IJの改変が行われている可能性も考えられる。

中世地業問中への混入ではあるが、中世を遡る土器細片を 1点出土している。胎土などの印象として

は弥生後期~古墳前期頃のものに似ているが、器種はおろか部位すら判らないほどの細片であるため年

代についての明言は避けたい。本遺跡周辺では現在の北鎌倉女子学園辺りの台山藤源治遺跡などにおい

て弥生時代後期頃の集落跡も検出されており、本遺跡の立地する丘陵にも中世を遡る遺構群の存在する

可能性は考えられる。今回の調査では中世期の大規模な削平 ・埋め立てが行われておりそれ以前の遺構

は検出されなかったが、今後周辺において調査する場合には留意する必要があるだろう。

今回は調査範囲が狭く、わずかに検出された遺構 ・造物から遺跡の性格を判断することはで、きなかっ

たが、周辺における発掘調査資料が増えてくれば本遺跡の性格も関連付けることができるようになるか

もしれない。
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てんじんやまじよう

天神山城 (No.384) 

山崎字宮廻689番 1







第 1章遺跡の概観

第 1節調査地点、の位置と環境

本遺跡は鎌倉市の北阿部に位置しJR大船駅から南阿約1.7kmの地点に当たる山崎宇宮廻689番 lに所

在する。本I止は丘陵地帯の北西先端部に当たる標高約63mの天神山の南西麓にあたり標高11.5mを視IJ

る。

『鎌倉市史』によれば天神山山上で旧くは縄文早期の造物が採集されたと記されている。また、近年

の調査では本社から束へ170mlこある天神山城遺跡(山崎字宮廻760番地点) (1)で奈良時代の竪穴住居

祉4軒、古墳時代後期の竪穴住居祉2軒が検出され、古境時代前期の土器集中 3箇所も確認されている。

東へ600mの山崎 ・水道山戸ヶ崎遺跡 (2)では3次にわたる調査が行われており、第 1・2次調査では

弥生時代から古墳時代の竪穴住居祉32軒、第3次調査では古墳時代中期から後期にかけての 4軒以上と

見られる竪穴住居祉が検出されている。山崎 ・水道山戸ヶ崎遺跡の北側に隣接する水道山遺跡No.20

(台四丁目 1169番 1地点) (3)では遺構は検出されていないが縄文時代から平安時代までの造物が出土

しており特に弥生時代中期後半~占墳時代にわたり豊富な遺物が出土している。遺跡の南西約500mに

は山崎横穴墓群 (4)、約600mには垣根谷横穴墓群 (5)が確認されており、山崎横穴墓群から東へ150

mの倉久保遺跡(No.226) (6)では、古境時代前期の住居枇4軒、 奈良時代前半の住居祉l軒が検出され

ている。天神山北東山裾では古墳時代後期の祭相関連と考えられる多量の遺物も採集されている。また、

本社より南南東120mの天神山南西側山麓部では1993年に山崎天神山遺跡 (7)の調査が行われているが、

少量の土師器片が検出されたにとどまり遺構は検出されていない。

<引用 ・参考文献>

担F木秀雄 1980 rllJ崎・ 4く道山戸ヶ崎遺跡Jr鎌合考tJ":lJ鎌倉考宵学研究所

世干A:秀!:1t 1981 r鎌倉市内の発姻調査速報 山崎・水道山戸ヶ附遺跡Jr鎌倉考台 5J鎌企乃育学研究所

鈎川英政 1995 r天神山採集の占境!時代後J~I 1:総J r鎌企Jま占;l3J鎌怠考市学研究所

継 実 1996 r合久保遺跡(No.226)J r鎌合市埋蔵文化財緊急調査報告占J 12 鎌倉市教育委員会

松山敬一郎 1997 r天神山城 (I'h381) J r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告、'H13 鎌倉市教育委員会

若怯美智子 2002 r水道山遺跡(No.20)j r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告J}J18 鎌倉市教育委員会

第 2節調査経緯と経過

今回の調査は神奈川県埋蔵文化財包蔵地(恥381)の範囲内の個人住宅の建設に伴って行われた確認調

査の結果、弥生時代終末~平安時代の造物の存在が確認されたため、本格調査に至り、平成17年6月 i

円----17Hにかけて同席補助事業埋蔵文化財発掘調査が行われた。調査面積は3'1."ばである。

第 3節調査 方法

調査方法は盛り土を重機により幅削し、調査区の形状に照らして 1mメッシュを設定するべく長剣lに

アルファペットを、短軸に算用数字を与えた。その後人力により遺構を確認しながら造物採取を行った。

トラパース測量による基準点移動作業から得た基準点 2の国上座標はXー73349.102、Y-27938. 350で

ある。方位はH本測地系に基づいて兵北を示し、調査区の南北軸は阿へ 3
0

50' 58"傾いている。

第 4節堆積土層(図 3)
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第 2章 調査結果

確認掘調査で弥生時代終末~古代の遺物が出 tしたため、本格調査をするに至った。調査は確認結果

をもとに無遺物層まで遺構の有無を確認しながら 1m点眼で遺物採取を行った。その結果、遺物は比較

的点側から出上し、確認調査区が最も分布密度の濃い範囲であった。本格調査で山上した遺物は大部分

が小片であり、回位的には 2a. 2 b. 3 a胞からであった。また地形を把慢するべく調任区の北壁と南壁

にサプトレンチを設定し土居観察を行った。

第 1節検出された遺構

1面 (図4)

盛りょと近Ilt上を掘削した面を便宜上l面とした。遺構はすべてが近位上を包含するヒ ットである。

市岡側直線に配列する 7連のピットはいずれも深さが30cm前後でしっかりと掘り込まれていた。 それ以

外は10m以内のものが多く最大でも20m以内であり、柱穴および柵列に伴うような規則性のある配列は

みられなかった。

2面 (図的

3 a)1日上回のi放任する上丹を確認して;~h周まで面的にドげ、 3b間上面で 2面とした。上丹塊の大き

さは20""60cmであり、この面に散在する遺物から判断して占頃後期の天神山肌の崩落と推定される。士

日、 s‘ 仏a
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図 4.検出遺構
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第 3章まとめ

今回の調査では住居祉などの直接集落の存在を決定づける辿構は検出されなかった。しかし弥生終末

~古代の造物が発見されている。周辺におけるこれまでの調査からもこの時期に天神山一帯に集落が形

成されていたことが発見されており、 弥生時代後期から平安時代まで丘陵上の狭小な平場や傾斜にも集

落が点在している。遺物は中でも古墳後期以降が目立つ。また当時の地形からみると本社の北側には柏

尾川が北東から南西方向に走り本土止との聞には広い泥質低湿地 ・後背湿地の空間域や河跡湖の存在も明

らかになっていることか ら(註 1)、本社の問側および北側の広い範囲にわたる低湿地域を生産基盤と

した生活空間が成立していたと想像できる。

(註 1) 上本進て 200<1 r鎌倉の地形発達史Jr国立歴史民俗間物館研究報告』第118集、 7 -2・l頁を参々にした。
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